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研究分担者：小松 則夫 （順天堂大学・教授） 

 

研究要旨 
特発性好酸球増加症候群（HES）は稀な疾患であり、本邦における診療実態の解明には多施設におけ

る患者情報の集積が必要である。今研究班では全国的な疫学調査を行い、診療ガイドライン作成に向け
た臨床情報の収集を行っている。平成 30 年度に行われた班員会議においては調査内容についての議論が
行われ、詳細な調査内容を検討した。令和元年度の行われた班員会議においては作成した二次調査票の
内容について再検討し修正を行った。 
 
 
Ａ．研究目的 
 特発性好酸球増加症候群に診断される症例を全
国的に収集し、その臨床像の解析・分類を行うこ
とで本邦における診療実態を明らかにすることを
目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
 全国の主要な医療施設の血液内科を対象とした
質問票形式による調査(一次調査)を行う。該当症例
が存在する施設に対してはさらに詳細な臨床情報
収集のための調査(二次調査)および検体の提供を
依頼する。当施設において特発性好酸球増加症候
群の患者の臨床情報が得られた場合には、疫学調
査に協力する。 
 
（倫理面への配慮） 

現在のところ，特発性好酸球増加症候群疑い患
者の来院実績がないため，倫理面の問題は存在し
ない。 
 
Ｃ．研究結果 
 研究代表者と協力し、収集した一次調査票の結
果に基づいた解析を行った。また二次調査票の作
成を行った。 
現在のところ，特発性好酸球増加症候群疑い患

者の来院実績はない状態である。 
 
Ｄ．考察 

 特発性好酸球増加症候群については診断の決め
手となるようなものが無く、除外診断であること
が診断を難しくしている。今後、今研究班で臨床
情報の集積を行うことで、明確で簡便な診断基準
を含んだ診療ガイドラインの作成が望まれる。 
 
 
Ｅ．結論 
研究代表者と協力し、一次調査票の結果に基づ

いた解析および二次調査票の作成を行った。特発
性好酸球増加症候群疑い患者の来院実績はない状
態である。今後も症例登録のため，患者の臨床症
状を注視していく。 
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13. Araki M, Yang Y, Imai M, Mizukami Y, 

Kihara Y, Sunami Y, Masubuchi N, Edahiro 

Y, Hironaka Y, Osaga S, Ohsaka A, 

Komatsu N. Homomultimerization of 
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15. Ishikawa M, Iriyama N, Tokuhira M, 
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先生をお迎えして～ . 血液フロンティア 

2019;29:89. 
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和文症例報告 
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1. 荒木真理人, 森下総司, 小松則夫. 骨髄増殖
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Myeloma Cells with High CD86 Variant 3 

Expression. American Society of 

Hematology, Orange County Convention 

Center (OCCC), Orlando, FL, USA, 

December 9. 

 

国内学会 

1. 小松則夫. 骨髄増殖性腫瘍の病態と治療戦略. 



5 
 

第 116 回日本内科学会総会・講演会, ポート

メッセなごや, 4 月 26 日-28 日. 

2. 荒木真理人, 楊印杰, 増渕菜弥, 林英里奈, 水
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ウイルス関連リンパ腫に対する iPS 細胞由

来 LMP1-CART 療法の開発. 第29回日本サ

イトメトリー学会学術集会, 順天堂大学, 5 月
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The impact of allelic burden of JAK2V617F 
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に発生し濾胞性リンパ腫から形質転換したび

まん性大細胞型 B 細胞リンパ腫. 日本内科学

会関東地方会, 東京, 5 月 26 日. 

10. 小松則夫. 遺伝子変異からみた骨髄増殖性腫
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則夫. 両側眼瞼下垂を契機に診断された高齢

者眼瞼マントル細胞リンパ腫. 第52回老年者

造血器疾患研究会, 新宿住友ビル 47 階 「ス
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援技術交流会,先端モデル動物支援プラット
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13. Araki M, Komatsu N. Oncogenic activation 

of thrombopoietin receptor by mutant 

calreticulin on cell surface. 第78回日本癌学

会学術総会, 国立京都国際会館, 9 月 28 日. 

14. 小松則夫. UT-7 とともに歩んだ血液人生. 第

81 回日本血液学会学術集会, 東京国際フォー

ラム, 10 月 11 日. 
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一, 竹井拓, 大坂顯通, 小松則夫. 真性多血症

患者由来 iPS細胞におけるJAK2 V617F変異
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国際フォーラム, 10 月 11 日. 
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の後方視的解析. 第81回日本血液学会学術集

会, 東京国際フォーラム, 10 月 11 日. 

17. 原田早希子, 安藤美樹, 安藤純, 山崎聡, 石井

翠, 本田匡宏, 小原和男, 崎山祐未, 中沢洋三, 
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由来 LMP1-CART 療法の開発. 第 81 回日本

血液学会学術集会, 東京国際フォーラム, 10

月 11 日. 

18. 本田匡宏, 安藤美樹, 崎山祐未, 石井翠, 原田

早希子, 小原和男, 安藤純, 中内啓光, 小松則

夫. 子宮頸がんに対する iPS細胞由来HPV抗

原特異的 CTL 療法の開発. 第 81 回日本血液

学会学術集会, 東京国際フォーラム, 10 月 11

日. 

19. 福田泰隆, 枝廣陽子, 森下総司, 筒井深雪, 新

田英昭, 安藤純, 荒木真理人, 小松則夫. 腫瘍

随伴性血管炎を合併した真性多血症. 第81回

日本血液学会学術集会, 東京国際フォーラム, 

10 月 11 日. 

20. 石井翠, 安藤美樹, 崎山祐未, 原田早希子, 本

田匡宏, 安藤純, 小松則夫, 中内啓光. ユーイ

ング肉腫に対するネオアンチゲン特異的

iPSC由来若返りCTL療法. 第 81回日本血液

学会学術集会, 東京国際フォーラム, 10 月 11

日. 

21. 今井美沙, 福田泰隆, 田口鉄平, 三澤恭平, 童

紅連, 荒木喜美, 大里元美, 荒木真理人, 大坂

顯通, 小松則夫. CALR 遺伝子変異による骨

髄増殖性腫瘍モデルマウスの作出. 第81回日

本血液学会学術集会, 東京国際フォーラム, 

10 月 11 日. 

22. 増渕菜弥, 荒木真理人, 楊印杰, 林英里奈, 今

井美沙, 枝廣陽子, 弘中由美, 水上喜久, 木原

慶彦, 小池正人, 大坂顯通, 小松則夫. 変異型

CALR は MPL と分泌経路で相互作用し細胞

表面で活性化を引き起こす. 第81回日本血液

学会学術集会, 東京国際フォーラム, 10 月 11

日. 

23. 水上喜久, 荒木真理人, 今井美沙, 林英里奈, 

増渕菜弥, 楊印杰, 木原慶彦, 弘中由美, 大坂

顯通, 小松則夫. 変異型 calreticulin特異的配

列によるゴルジ体への局在. 第81回日本血液

学会学術集会, 東京国際フォーラム, 10 月 11

日. 

24. 新谷直樹, 原田浩徳, 原田結花, 林嘉宏, 茅野

秀一, 小松則夫. 骨髄線維化を伴う骨髄異形

成症候群での巨核球集簇の意義. 第81回日本

血液学会学術集会, 東京国際フォーラム, 10

月 11 日. 

25. 関口康宣, 若林睦, 瀧澤春子, 飯塚弘子, 坂尻

さくら, 杉元啓二, 泉浩, 冨田茂樹, 大久保光

夫, 澤田朝寛, 小松則夫, 野口雅章. R-CHOP

抵抗性の難治性胸腹水に対してオビヌツマブ

併用のベンダムスチンが奏効した初発濾胞性

リンパ腫の一例. 第81回日本血液学会学術集

会, 東京国際フォーラム, 10 月 11 日. 

26. 関口康宣, 若林睦, 瀧澤春子, 飯塚弘子, 坂尻

さくら, 杉元啓二, 泉浩, 冨田茂樹, 大久保光

夫, 澤田朝寛, 小松則夫, 野口雅章. 当施設に

おける血小板増多症での本態性血小板血症の

スクリーニングの実態. 第81回日本血液学会

学術集会, 東京国際フォーラム, 10 月 11 日. 

27. 関口康宣, 若林睦, 瀧澤春子, 飯塚弘子, 坂尻

さくら, 杉元啓二, 泉浩, 冨田茂樹, 大久保光

夫 , 澤 田 朝 寛 , 小 松 則 夫 , 野 口 雅 章 . 

Ruxolitinib 投与後に線維症の改善と脂肪髄

を呈した原発性骨髄線維症の一例. 第81回日

本血液学会学術集会, 東京国際フォーラム, 
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10 月 11 日. 

28. 瀧澤春子, 関口康宣, 若林睦, 飯塚弘子, 杉元

啓二, 坂尻さくら, 泉浩, 冨田茂樹, 大久保光

夫, 澤田朝寛, 小松則夫, 野口雅章. オビヌツ

マブ併用のベンダムスチンの再投与が奏効し

た再発難治性の濾胞性リンパ腫の一例. 第 81

回日本血液学会学術集会, 東京国際フォーラ

ム, 10 月 11 日. 

29. 大熊智子, 関口康宣, 杉元啓二, 坂尻さくら, 

若林睦, 瀧澤春子, 飯塚弘子, 澤田朝寛, 大久

保光夫, 三宅一徳, 冨田茂樹, 泉浩, 小松則夫, 

野口雅章. EBV+CD5+LDLBCL の一例. 第

81 回日本血液学会学術集会, 東京国際フォー

ラム, 10 月 11 日. 

30. 篁悠太, 関口康宣, 杉元啓二, 坂尻さくら, 若

林睦, 瀧澤春子, 飯塚弘子, 澤田朝寛, 大久保

光夫, 三宅一徳, 冨田茂樹, 泉浩, 小松則夫, 

野口雅章. R-MPV 療法が著効した中枢神経原

発DLBCLの一例. 第 81回日本血液学会学術

集会, 東京国際フォーラム, 10 月 11 日. 

31. 荒木真理人. Calreticulin遺伝子変異による骨

髄増殖性腫瘍の発症メカニズム. 第81回日本

血液学会学術集会, 東京国際フォーラム, 10

月 12 日. 

32. 三澤恭平, 藤岡功, 岩尾憲明, 小松則夫, 小池

道明. 非小細胞肺がんに対するニボルマブ加

療後に発症した ATL の一例. 第 81 回日本血

液学会学術集会, 東京国際フォーラム, 10 月

12 日. 

33. 木原慶彦, 増渕菜弥, 張黎臨, 荒木真理人, 小

松則夫. 抗 TfR1 抗体による真性多血症内因

性赤芽球コロニーの形成阻害. 第81回日本血

液学会学術集会, 東京国際フォーラム, 10 月

12 日. 

34. 北澤爽汰, 荒木真理人, 塩入香穂, 森下総司, 

増渕菜弥, 馬場照美, 山本誠司, 堀内祥行, 今

井美沙, 大坂顯通, 小松則夫. JAK2 V617Fの

コピー数はサイトカイン受容体の活性化に重

要である. 第 81 回日本血液学会学術集会, 東

京国際フォーラム, 10 月 12 日. 

35. 佐藤恵理子, 入山規良, 得平道英, 高久智生, 

石川真穂, 仲里朝周, 杉元啓二, 藤田浩之, 木

村勇太, 藤岡功, 麻生範雄, 小松則夫, 木崎昌

弘, 八田善弘, 川口辰哉. ELTS score は白血

病死と分子学的反応を明確に予測する. 第 81

回日本血液学会学術集会, 東京国際フォーラ

ム, 10 月 13 日. 

36. 枝廣陽子, 森下総司, 稲野資明, 福田泰隆, 黒

川安満, 森洋輔, 大坂顯通, 荒木真理人, 小松

則夫. 若年性本態性血小板血症の特徴. 第 81

回日本血液学会学術集会, 東京国際フォーラ

ム, 10 月 13 日. 

37. 筒井深雪, 森下総司, 西野隆, 枝廣陽子, 常田

聡, 荒木真理人, 大坂顯通, 小松則夫. 心筋梗

塞・脳梗塞患者における JAK2 V617F 変異の

頻度. 第 81 回日本血液学会学術集会, 東京国

際フォーラム, 10 月 13 日. 

38. 稲野資明, 荒木真理人, 森下総司, 落合友則, 

三澤恭平, 福田泰隆, 緑川直子, 橳島麻衣, 伊

藤雅文, 大佐賀智, 枝廣陽子, 今井美沙, 田口

鉄平, 奥田真帆, 大坂顯通, 小松則夫. 真正ト

リプルネガティブ本態性血小板血症における

臨床的・分子生物学的特異性. 第 81 回日本血

液学会学術集会, 東京国際フォーラム, 10 月

13 日. 

39. 森下総司, 落合友則, 三澤恭平, 大佐賀智, 稲

野資明, 福田泰隆, 黒川安満, 枝廣陽子, 橳島

麻衣, 緑川直子, 荒木真理人, 大坂顯通, 小松

則夫. 非ドライバー変異と予後予測システム

DIPSS/DIPSS-plus. 第 81 回日本血液学会学

術集会, 東京国際フォーラム, 10 月 13 日. 

40. 齋藤里奈, 関口康宣, 杉元啓二, 坂尻さくら, 

若林睦, 瀧澤春子, 飯塚弘子, 澤田朝寛, 大久

保光夫, 三宅一徳, 冨田茂樹, 泉浩, 小松則夫, 

野口雅章. 脾原発濾胞性リンパ腫の一例. 第

81 回日本血液学会学術集会, 東京国際フォー
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ラム, 10 月 13 日. 

41. 鈴木隆誠, 関口康宣, 杉元啓二, 坂尻さくら, 

若林睦, 瀧澤春子, 飯塚弘子, 澤田朝寛, 大久

保光夫, 三宅一徳, 冨田茂樹, 泉浩, 小松則夫, 

野口雅章. Gamma delta T 細胞由来疑いの

ENKTL、 nasal type の一例. 第 81 回日本血

液学会学術集会, 東京国際フォーラム, 10 月

13 日. 

42. 本田沙矢加, 関口康宣, 杉元啓二, 坂尻さく

ら, 若林睦, 瀧澤春子, 飯塚弘子, 澤田朝寛, 

大久保光夫, 泉浩, 冨田茂樹, 小松則夫, 野口

雅章. 骨髄原発 DLBCL に初発時から中枢神

経浸潤を認めた一例. 第81回日本血液学会学

術集会, 東京国際フォーラム, 10 月 13 日. 

43. 飯塚和秀, 入山規良, 森下総司, 三浦勝浩, 飯

塚芳一, 西崎祐史, 柳澤尚武, 安藤純, 内野慶

人, 高橋宏通, 中川優, 濱田高志, 八田善弘, 

中山智祥, 武井正美, 小松則夫. JAK2 アレル

バーデンの高い患者は血小板コントロールが

良好でも vWF 活性低値のリスクが高い. 第

81 回日本血液学会学術集会, 東京国際フォー

ラム, 10 月 13 日. 

44. 山名智人, 関口康宣, 杉元啓二, 坂尻さくら, 

若林睦, 瀧澤春子, 飯塚弘子, 澤田朝寛, 大久

保光夫, 三宅一徳, 冨田茂樹, 泉浩, 小松則夫, 

野口雅章. MALT から DLBCL へ組織学的形

質転化した一例. 第81回日本血液学会学術集

会, 東京国際フォーラム, 10 月 13 日. 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む。） 
 1. 特許取得 

該当なし 
 

2. 実用新案登録 
該当なし 
 

3.その他 
1. 小松則夫, 荒木真理人, 森下総司. 「骨髄増殖

性腫瘍の診断と治療の進歩」. 第 56 回（2019

年度）ベルツ賞受賞論文 造血器腫瘍 －診断

と治療の進歩－, 11 月 28 日
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